
• ICID（International Commission on Irrigation and Drainage）は、

かんがい排水にかかる科学的・技術的知見により、食料や繊維

の供給を世界規模で強化することを目的として、1950年に設立

された自発的非営利・非政府国際機関。日本は1951年に加盟。

• 78の国・地域が加盟し、各国は国内委員会を設置。
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学術経験者等をメンバーとし、 かんがい・排水・洪水等に関する知見
の情報の収集・発信
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